
図１：歯周病と関節リウマチの関連

図２：生物学的製剤による関節リウマチ・歯周病の改善と
歯周病・歯周病原菌感染によるリウマチ改善効果抑制
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アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・自己免疫疾患新規医療に興味がある企業
・自己免疫応答に関する基礎研究分野

医科歯科連携の発展に加えて、歯周組織への
翻訳後修飾抑制剤の応用など医薬品関連領域の
融合も期待されます。
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歯周病による関節リウマチ発症・悪化機序の解明
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歯垢の細菌数は体内最多で、同細菌感染による
炎症性疾患が歯周病です。歯周病は、高い罹患率
から国民病とも言われ、全身の健康にも悪影響を
及ぼします。近年では、代表的な自己免疫疾患で
ある関節リウマチと双方向性の関連にあることが
考えられています（図１）。
私どもは、本学腎・膠原病内科学分野ならびに
新潟県立リウマチセンターとの共同研究によって、
２疾患のリスク遺伝子、遺伝子epigenetic修飾と
翻訳後修飾発現の共通性・類似性、歯周病治療に
よる関節リウマチ改善を明らかにしました。また、
サイトカイン阻害生物学的製剤は歯周病にも改善
効果があり、その関節リウマチ改善効果は歯周病
と代表的歯周病原菌Porphyromonas gingivalis
により抑制されることも報告しました（図２）。
本研究では、これまでの研究結果を基にして、
２疾患に共通する自己免疫関連マーカーに着目し、
歯周病による関節リウマチ発症・悪化機序の解明
を目指しています。同機序の解明により、歯科に
おける関節リウマチ予防システム開発が期待され、
その基盤的研究を展開したいと考えています。
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